
議灘

・
㍗

軽

,
、

.

、

エ
蕊

ご

亨

中
」

子

虐

'

4

・

'

`
～

‥

ド

墨

－

U

璽

、
絃

s
竃

ヨケ

ヤ

ま

　

ヤ

陶
酔

、
T

J

覧

津

、"

も

s
㍍

　

　

'

』
,

♪

s

'

川

,

.

イ

'
　

、㌦

`

、

Ψ

メ

＼

、

,
、

、
・

・

ブ

ー

よ

・
C

　

・

、

}

▼

!

,

'

.}

イ

トベ

㌦

'

ノ
㌦

{

少

●

デ

の
へ

じ
ヤ

ベ

ご

ヤ

ご

ト

フ

　

≡

〆

φ、

〆

ψ

杯

饗

.㌦

溺

,,三

瓢
ば
熱

竃

、
‥

㍉
裟

詩

軋

～

,
,

㌔

.
』
5

、

に

す
ま

も
び

　

ち

ル

ば

む

ト

レ

リ

ら

㊦

、

、竃

.宙

、、へ
‥甲
、
ぷ

:

》

・
弓

零
輻

パ
,
」
,

貼叩

鯵

蟻
習

慣
一繍

富

ζ
㌔
晦

、ぎ

∴

-

・三

ピ

∵

峯

、

×

"

-

"無
爵

:

騨
蟹

ぷ

な

サぼ

む
ツ
わ
パ
ノ

ゴ

　

藩

〉
ぶ

ト

ェビ

職
鶯
誌

、γ
　

・

'

套

'

令

～㌧

メ
㌦・'霞
や硫

、,
べ
憲

・聯

、㍉

-誼

三

愛
馬
蹴

ヘ

ト

コ

ノ

　

のイ
す

セ

ロ

ぐ
懸

'
缶

蒙

"

で
麓

一

・製 翼
〉 「,　

礼譲 顯 惑 溺 ㍑1「賢1コ 口貯 漣 パ煕

ご イト ド ノ

遥 ～㌫、
　繊i

じ ニベトヤ セノ もの ゴゾ

i鎮
)

イ し

　 グリ ユ パ ハ

'1i'∪

.

護 維 翼1"・・'tぎ 蔦.縄 熱 ・'こ∵饗 →「

了門

・1∴ 、
'　

」

i

撫耀轍購

麟
鰐鐸,響

梅元

1ゴぷ

'ぷ

tS':.〈ree

∨
払
鵠
、～
娩

、隻
顎

い
璽

-き

∵麟

騨
灘
.
、
…擦

違
鱈
運

灘

.悲

運
澆
パ
い撰
轍

∵
躍
遍
羅
襟
当
・寮
遠

藤
鷲麟

農

』鐙
鴇

ト
r
、、
い

ノ

　

一

、

、

へ

　

さ

. 、騨
～弔-'ず

㍉ 、 ♪

'1譲

,

霧 鷲

ロ で

ヤ雄

織慈墓心護㌔

.二～㍉

、
`気{

ぬ 争 さ ス'烹

二1
'

－
S

璽

欝

已
遮

鞭
瓢

賠簿

編

干

竪

工
斥λ

'
、
嘗

、

惚

、鷲

串

㌦

◇

づ追
馨

、

ぺぜ響
董

㌔

ず
.7
ふ
㌣
注

,

　

西
語

さ

、

♪・

い
㎡

.̀

1

'

,
ー

"
鞭

、

.い
がS

払

　

　

へ

・

、
'

・
ノ

`

織
く

.
r築
詩

"kic邑

;冊 趨 ド ぱ ン∫ ぷ .パ 是:㌧;

・・SSi鼻 ミ璋 〉壱撒 已:kg'
∴ ぺ:・ イ～・苫～:㌔ ・準蟻

パ擁

薄

曇

、
ド

.
▽

已

8

・:

。,

蟻
ぼ
擁

麟璽璽
㌣∵㌫ 瀧 考

日傭・"∵ ・

鞍㌻三

議
∫

湊 贋
℃ ∵)パ'∪| ・

■
'

ち

塾

㌔

、

」
ρ

押ぜ

4

鶯

.

マ
舞 へ

、違

Ψ
豊

へ
」

ム

ぱ
、
蔓

、

d

司

`

」

'

も

ト

ア

〉

ぺ

§

・ 」
、

、
ξ

'"

'

,

　

/

「¶
　

ヰ
よ
㌧

づ

メ

ジ

!
パ

ぴ

ゃ警

り
罐

・

貧

倹

　

;
,
㍗
誌
.汗　

φ

き

つ

～
オ
5

輻
ね
㌧
▲

パ

パ
、、

〆
鰍

岳

テ

ご

'
　

.
祈

ポ
閥
.

評

7
ζ

〉
ψ

㌔

鳥
づ
ば

、
蕊

…
♪

・⌒

㌻
;

声
-

▼

　

ぺ

鶯

,
'
、
|

.
'3

`

4、ピ
∨

声

'
声

㎡

〉

'

、

↑
片

よ
∨

ぼ

び

オ

西
谷
寸

彗
パ

'

}

/

弓

手

'
"

μ
∀

4

♪
(

人
'

"㌢

.

オ

●

"

声

〆

r

,

」
'

竃

「

.
&

r

.端　/
顯

『

、

パ

〆
∠
!

　

、,

況

ツ

μ

ノ

♂
　

/

/

.
㌦

㌔、麸

絃
.完

.選

.翼

苦

'迂

ド
/

り

葦

子

妙

む
裟

ピ
‥

、
.

綴

.

恩

.♂日

.

遡

、・〔

㌧
討
亭 興難

壁

曇,

サ

査

口

・

夢
ル
ロ'ψ

'

瀞

、蟻
蜂

・亘

菖

・

泰

ピ

ぼ
ち

ヴ

コ

サ

　

口薪

鱈
鰺
∴
繊
∵

ボ
務

汀

f六
■
　
本

㌧

、

マ

ノ
ず

ベ

ン
ヰ

ご

ヒ

諫
竃

書
、,、・
.
'

,
'
ぷ

.,?

∴

・
蟻

一
、.,
薙

ぎ

ぷ

s

叢

恥
㌧
・ぐ

、

一
三

.
騨

灘

ぺ
・

く

み

ト

ム

ヂ
タ

も

ー

W

、

4,

㌦
轟

轟

τ

..㍍

繰馨

いパ議

ぎ

い
パ

憂

雀

、患
、壷

㌻

旨
『

,

盲
～

硫
9
い
、
∴ぴ

㌧
・

薯

ご

・;
:
鞍

…,繧

W

(
澗

,、湾

、
'

ヘ

ノ

ゾ

ご

シ

ぐ

レ
す

ぷ

ド

ぷ
、
矯
瀞
ぽ
己
蟻
は・

燕
懸
燃

嬬
纂
糠
鷲
培

,㌦
泡

熟

、-
、



本報告書は、日本自転車振興会から競輪収益の一部である機械工業振興資金の

補助を受けて作成したものである。







序

データベースは、わが国の情報化の進展上、重要な役割を果たす もの と期待 されて いる。

今後 、デー タベ ースの普及によ り、わが国 において健全 な高度情報化社会の形成が期待 さ

れる。 さ らに海外 に対 して提供可能なデータベースの整備 は、国際的な情報化への貢献お

よび自由な情報流通 の確保の観点か らも必要である。 しか しなが ら、現在わが国で流通 し

ているデータベースの中でわが国独 自の もの は1/4に す ぎないのが現状で あ り、わが国

データベ ースサー ビスひいてはバ ラ ンスある情報産業の健全 な発展を図るためには、わが

国独 自のデ ータベー スの構築およびデー タベ ース関連技術 の研究開発を強力に促進 し、デ

ータベースの拡充 を図 る必要がある。

このよ うな要請 に応えるため、(財)デ ータベース振興 セ ンターでは 日本 自転車振興会

か ら機械工業振興資金の交付を受 けて、データベースの構築 および技術開発について民 間

企業、団体等に対 して委託事業を実施 している。委託事業の内容 は、社会的、経 済的、国

際的に重要で、また地域 および産業の発展の促進に寄与す ると考え られてい るデー タベー

スの構築 とデータベ ース作成の効率化、流通の促進、利用の円滑化 ・容易化 な どに関係 し

たソフ トウェア技 術 ・ハー ドウェア技術である。

本事業 の推進に当 って、当財団に学識経験者の方 々で構成 されるデータベ ース構築 ・技

術開発促進委員会(委 員長 東京工科大学教授 西野博二氏)を 設置 して いる。

この 「ハ ンディキ ャップパ ーソ ンの情報ニーズに即 したライ フサポー トデータベ ースの

構築」は平成元年度のデータベ ースの構築促進 および技術開発促進事業 と して、 当財団が

ダイヤル ・サー ビス株式会社 に対 して委託実施 した課題の一つである。 この成果が、デー

タベ ースに興味をお持 ちの方 々や諸分野の皆様方のお役 に立てば幸 いであ る。

なお、平成元年度 データベ ースの構築促進および技術開発促進事業で実施 した課題 は次

表の とお りで ある。

平成2年3月

財団法人 データベー ス振興 セ ンター





平 成 元 年 度 デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・技 術 開 発 促 進 委 託 課 題

分 野 課 題 名

1気 候情報 データベースの構築

2電 磁波環境 障害に関す るデータベ ースの構 築

3災 害情報 シソーラスの構築

4意 味情報を 中核 と した医療評価 データベ ースとコ ミュニケー ションシステ

社 会 ムの構築

5ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの情 報 ニ ー ズに 即 した ラ イ フサ ポ ー トデ 一 夕ベ

一スの構築

6博 物館情報 データベ ースシステムの構築

7中 央 省庁での電子計算機利用に関す る報告書のデータベース化

8沖 縄地域 における文化情報データベ ースの構築

9九 州地域の人材情報デー タベース構築に関す る調査研究

地 域 活 性 化 10高 岡市商圏 データベ ースの構築

中 小 企 業 振 興 ll地 域 の物産 ・人材 ・文化情報の データベー ス構築 と新 しい地域間交流推進

に関する調査研究

地 図 12マ ルチメデ ィア型地図データベ ース構築のための調査研究

エ ネ ル ギ ー ・資源 13燃 焼技術 と燃焼装置設計のデータベ ース作 成

14技 術支援 システムにおける産業機械部品デー タベースの構築

部 品 ・ 材 料 15マ イ クロ コ ン ピュー タの プ ログ ラ マ ブル周 辺 デ バ イ スの デ ー タベ ー ス構 築

16イ オ ン クロ マ トグラ フ ィー ・デ ー タベ ー ス の構 築

標 準 化 17CD-ROMマ ル チ メデ ィア デ ー タ フ ォー マ ッ トの 調 査

海 外 18デ ー タベ ー ス構 築 の た めの ター ミノ ロ ジー の調 査 研 究

19異 種 データか ら構成 され るデータベースの総 合的処理技術 に関す る調査研

技 術 究

20バ イナ リモデルに基づ く先端的文書検索 システムの開発
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1.本 デ ー タ ベ ー ス 構 築 の 目 的 と 経 緯

昭和56年 の国際障害者年を機 に、街には点字ブロ ック、車椅子用の スロープな ど、身

体の不 自由な人 々を受 け入れ るための 「ハ ー ドウェア」の開発 ・普及が不十分 なが らも徐

々に進め られて きた。

しか し、昭和59年1月 及び昭和60年7月 に弊社の 「INSを 考え る女性委員会」が

実施 した ヒヤ リング調 査等 によ ると、身体の不 自由な人 々の多 くが社会参加へ の強 い意欲

を抱 きなが らも、以下 のよ うな理 由か らため らいを覚え、 もう一歩足を踏みだせないでい

る現実が明 らかにな った。

すなわち、ハ ンデ ィキ ャ ップパー ソンと 「社 会資源」を結 び付 けるたあの情報 ソフ トの

開発が、著 しく立 ち遅 れているか らに他な らないので ある。

したが って、例えば、車椅子で生活す る人 々は、外 出に欠かせない車椅子用 トイ レの設

置場所を、事前 に熟知す ることはなかなか困難な ことで ある。

一方、交通事故の激化、労働災害の多様化、人口の高齢化等 によ り、ハ ンデ ィキ ャップ

パー ソンの総数が激増の一途をたどっている今 日、ハ ンデ ィキ ャップパー ソンと、社会資

源の架 け橋 となるよ うな、まこころの こもった情報ネ ッ トワー クシステムの構築 は、緊急

かっ重要な社 会的課題で ある。

また、弊社 において は、昭和46年 に開設 した電話相 談窓 口 「赤 ちゃん110番 」など

を通 じて、全盲 の母親か らの育 児相談等を多数受け付け るなど、ハ ンデ ィキ ャップパー ソ

ンの切実な情報 ニーズ とその対策の立 ち遅れを 日々の業務の中で痛感 して きた。

そ こで、国際障害者年が 中間期 を迎えた昭和62年 よ り5ケ 年計画の予定 で、全国3百

万人のハ ンデ ィキ ャ ップパーソ ン及 びその家族 、ボラ ンテ ィア、社会福祉従事者 などを対

象 に、弊社の20年 のテ レコ ミュニケー ションの実績 とノウハ ウ、更 に独 自の研究活動(

ダイヤル ・サ ー ビスグループ内の シンクタ ンクと して生活科学研究所を併設 している)を

ベースに、真 にハ ンデイキ ャップパー ソンの情報ニーズに即 した 「ライフサ ポー トデータ

ベース」の構築 と、それに基づ く情報提供サー ビスに着手 した もので ある。

その内、昭和62年 度 は、本事業 の第1期 分 として、外部有識者 による5回 にわたる 「

データベース構築委員会」の審議結 果などを踏 まえて、本 データベースの基本設計及 び作

成 を終了 した。

昨年昭和63年 度か らは、様 々なハ ンデ ィキ ャップを有す る50名 の人 々へのニーズ調

査 を基に、ボラ ンテ ィア、福祉機器、生活、 レジャー等 の情報収集 とその構築 に着手 した。

さ らに、本年度、平成元年度 については、 きめ細かな周辺情報の収集 およびデータエ ン

トリーを継続 中であ る。

一1一



2.実 施 概 要

2.1実 施 内容

2.1.1ハ ンデ ィキ ャップパ ーソンの情報ニ ーズに即 した 「ライフサ ポー トデー

タベ ース」を構築す るための生活情報の収集

「ハ ンデ ィキ ャップパー ソンの情報 ニーズに関す る詳細調査 」を受 けて、本年度

も昨年度に引 き続 き、資料収集 と、主に郵送 による情報収集調査 、お よび電話 によ

る補足調査を実施 した。

2.1.2デ ー タエ ン トリー

収集 した情報 をデータ入力 シー トに記載 の上 、電子計算機 に入力 した。

但 し、作業能率 などを考慮 し、データエ ン トリーの入力作業 に限 り、外部専門機

関 に業務委託 した。

2.2デ ー タベ ー スの種 類 と量

(1)ボ ラ ンテ ィア情 報

(2)コ ンサー ト実施予定や車椅子で宿泊で きるホテルな ど、

趣味や レジャーに関す る情報

(3)バ ーゲ ン情報、新 商品情報、宅配 サー ビス情報 など、

買い物 に関す る情報

(4)育 児や料理 など、家庭生活 に関す る情報

(5)病 院や補装具な ど、医療 に関す る情 報

(6)社 会保障、社会資源な どの行政情報

(7)親 睦団 体 や サ ー クル な ど、 ハ ンデ ィキ ャ ップパ ー ソ ンの

ネ ッ トワー ク化 に関 す る情 報

(8)そ の他
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2.3情 報 源

(1)弊 社 の保有するオ リジナル情報

弊社 は、昭和44年 に発足 して以来 「赤 ちゃん110番 」 「食の生活11

0番 」 「生活何で も情報局」、更にハ ンデ ィキ ャップパ ーソンを対象 に電話

やフ ァクシ ミリで生活情報を提供する 「まこころ コ ミュニ ケー ション」な ど

目的別 、世代別の様 々な情報提供サー ビスを通 じて 、各分野 にわたる膨大な

情報を 蓄積 して きた。

これ らの情報をハ ンディキ ャップパー ソンのニ ーズに即 した形 に加工 し、

利用 した。

(2)既 存の 出版物

行政 刊行物をは じめ、各地の社会福祉協議会な どが作成 した地域 の車椅子

ガイ ドな ど、既存の出版物を活用 し、情報源 と した。

但 し、既存の出版物はあ くまで も情報源であ り、調査 ・加工 の上で 、利用

した。 以下は、その一覧である。

① 『'89ボ ランティア手帳』 沖縄県社会福祉協議会

沖縄県 ボラ ンテ ィアセ ンター

②rボ ラ ンテ ィア活動実践団体名簿』

鳥取県社会福祉協議会

鳥取県 ボラ ンテ ィア活動振興 セ ンター

③rボ ラ ンテ ィアグループ名簿』

奈良県中央 ボランティアセ ンター

奈良県社 会福祉協議会

奈良県ボ ランテ ィア連絡 協議会

④ 『宮城県 ボラ ンテ ィアグループ ・個人一 覧』

社会福祉法人

宮城県社会福祉協議 会

ボ ランテ ィアセ ンター

⑤ 『昭和61年 度 ボラ ンテ ィアのなか ま

(ボ ランテ ィアグループ実態調査報告書)』

社会福祉法人

鹿児島県社会福祉協議会

鹿児島ボ ランテ ィアセ ンター
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⑥r長 崎県 ボラ ンテ ィアグループ ・個人一 覧』

長崎県社 会福祉協議 会

ボラ ンテ ィア活動指導 セ ンター

⑦r岐 阜県下 ボランテ ィアグループ名簿

一 地域福祉 を ささえ る仲 間たち 一 』

社会福祉法人

岐阜県社 会福祉協議会

⑧ 『1987神 奈川 県 ボラ ンテ ィアグループ便覧』

社会福祉法人

神奈川県社会福祉協議会

神奈川県 ボラ ンテ ィアセ ンター

⑨rVBシ リーズNo.11島 根県 ボランテ ィア グループ便覧』

社会福祉法人

島根県社会福祉協議 会

島根県奉仕活動セ ンター

⑩r昭 和63年9月 会員名簿』 日本百 貨店協会

⑪rブ ルーガイ ドLホ テル旅館 ガイ ド 四国 ・九州 ・沖縄編』

実業之 日本社

⑫rブ ルーガイ ドLホ テル旅館 ガイ ド 伊豆 ・箱根 ・関東甲信越編 』

実業之 日本社

⑬rブ ルーガイ ドLホ テル旅館 ガイ ド 東海 ・伊勢志摩 ・飛騨 ・北陸編 』

実業之 日本社

⑭ げ ルーガイ ドLホ テル旅館ガイ ド 北海道 ・東北編 』

実業之 日本社

⑮ 『ブルーガイ ドLホ テル旅館 ガイ ド 近畿 ・山陰 ・山陽編』

実業之 日本社

⑯r全 国プチホテルガ イ ド』 山と渓谷社

⑰r全 国の安 くて良い宿 』 昭文社

⑱r東 京周辺一軒宿の温 泉』 日本交通公社 出版事 業局

⑲rひ なびた温泉郷の宿 』 キ ョーハ ンブ ックス

⑳rひ なびた温泉郷の宿Part2』

キ ョーハ ンブ ックス

⑳r全 国 ホテルガイ ド』 実業之 日本社

⑳ 『だれで も利用で きる公共宿舎ガ イ ド』

実業之 日本社

⑳r全 国ペ ンションガイ ド』 実業之 日本社

一4一



⑳r首 都圏か らの個別民宿ガイ ド』

日本交通公社出版事業局

⑳r全 国魅力別民宿ガイ ド』 日地 出版

⑳ 『福祉機器用品年鑑'88～'89』

時事通信社

⑳ 『ホームケア百科』 フラ ンスベ ッ ドメデ ィカルサー ビス
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3.デ ー タ エ ン ト リ ー

3.1デ ー タの 長 さ

(1)基 本 フ ァイル268バ イ ト

(2)機 能 サ ブ フ ァイル1機 能6バ イ ト×N

(3)障 害 区 分 サブ フ ァイ ル1区 分6バ イ ト×N

3.2デ ー タエ ン トリー実 施 上 の留 意 点

(1)デ ータ内容の標準化

(2)ボ ラ ンテ ィア団体代表等 、個 人のプライバ シーの保護

3.3本 年度データエ ン トリー状 況

本年度 はほぼ計画どお りにデー タエ ン トリー作業が進んだが、前述のデー

タベ ースの種類と量 を カバ ーす るには至 っていない。 そのため 、本年度委託

期間終了後の平成2年4月1日 以 降において も、調査票発送先への電話での

協力依頼 などを続け、当面 当社独 自の事業 と してデータ収集及 びデータエ ン

トリーを継続する。
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4.今 後 の 検 討 課 題

4.1メ ンテナ ンス体制の確立 とデー タベー スの充実

本 データベ ース構 築事業 は、目標数のデー タ収集 と構築 を終了 した上で、いよいよハ

ンデ ィキ ャップパー ソ ンへの情報提供段階を迎え る。

情報提供形態にっいては、当面、弊社の電話及び ファクシ ミリによ る情報提供窓 口の

オペ レー ターを介 して行い、近 い将来においては、パ ー ソナル コンピューター通信 など

による、利用者が直接デー タにアクセスで きるような システムの整備 も検討 してい る。

ところで、ハ ンデ ィキ ャップパ ーソンを対象 と した情報提供 に際 しては、構築され た

情報内容 の微妙 な変 更に対 して も、十分な注意を払 うことが必要である。

例えば、データエ ン トリーの時点では無段差 またはそれ に準ず る状態であ ったホテル

が、改築工事等の事 情によ り段差を生 じた場 合、それ だけで車椅子利用者 にとっては利

用不可能 な施設 とな ることがあ りうる。

弊社のオペ レー ターを介 しての情報提供段 階では、情報 内容変更の有無を十分確認の

後に紹介す ることが 可能で あるが、パーソナル コンピュー ター通信など、蓄積デー タに

直接 アクセスで きる方法の導入に際 しては、 この点 に万全の対策を講 じてお く必要性が

ある。

弊社では、デー タベース構築調査にご協力いただ きデータをエ ン トリー した施設 に対

し、情報 内容に変更 を生 じた場合、速やかに ご連絡下 さるよ う呼び掛 けて行 く予定であ

るが、それ とは別 に短期 間なサイ クルで、構築済みの全ての データを対象に メンテナ ン

スのための調査 を繰 り返す ことので きるよ うな システムを早急に確立すべ く、検討を進

めているところで あ る。

しか し、それ に必要 な労力や膨大 な費用 をいかに捻 出す るか、今後の課題 は大 きい。

4.2啓 発 ・啓蒙活動強化の必要性

昨年度 より、実施 した情報収集活動の結果 、特 に宿泊施設、百 貨店等において、身体

の不 自由な人 々を受 け入れ るための施設 や設備が未整備であ るところが極めて多いとい

う現実が明 らか にな った。

また、 ごく一部で はあるが 「この種のデータベースに登録 され る と、全国か ら身体の

不 自由な人 々の利用が集中 して しま うので はないか」 と懸念 す る施設 も見受 け られた。

本 データベース事業の推進 に際 しては、単 に情報収集活動 に とどまるだけでな く、ハ

ンデ ィキ ャ ップパ ー ソンの生活上の困難点や情報ニ ーズを広 く社会 に知 らしめ、必要な

施設や設備の設置を呼 び掛 ける中で、言わば情報を掘 り起 こ してい くことが 、極めて重

要 な課題 となろう。
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弊社では、平 成元年2月 か ら3月 にかけて、大手全国紙 の協 力を得て、情報提供 を呼

び掛 けるための記事掲載を行 ったが 、今後 も適宜 こ うしたキ ャンペー ンの展開が必要 で

あ るもの と考えている。

4.3利 用促進のための告知の必要性

ハ ンデ ィキ ャップパ ー ソンの情報入手の手段が限 られて いること も、本デー タベ ース

構築事業を企画す るに至 った一因で あるが、今後、本 デー タベ ースを活用 し、情報提供

サー ビスを行 うにあた っては、サー ビス自体の存在をハ ンデ ィキ ャップパーソンに知 ら

せ、利用 していただ くたあの告知 キ ャンペ ーンが必 要であ る。
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資 料1

ラ イ フ サ ポ ー トデ ー タ ベ ー ス 入 力 用 紙





ライフサポー トデー タベ ース入力用紙

登録日(//)

〔名 称〕

コーデ ィング担 当者( ) 記入者(

40

40

)

〔メ ー カ ー 名 〕

[〒]

〔県名コー ド〕 〔地 区 コー ド〕

〔住所〕(地 区コー ド以下を記入) 60

〔TEL〕(

〔FAX〕(

〔備 考〕税込み価格

)

)

円

15

15

税抜き価格 円

障害(該 当項目に○、複数可)

L視 覚

2.聴 覚 、平衡機能

3.音 声 、言 語

4.そ し ゃく

5.肢 体 不 自由

6.内 部

7.精 神

8.児 童

9.高 齢 者

10.妊 産 婦

11.そ の他

(1)視 覚

(1)視 覚(2)平 衡 感覚

(1)音 声 、言語

(1)そ しゃ く

(1)上 肢(2)下 肢(3)脳 病 変による運動機能(4)体 幹

(1)心 臓(2)肝 臓(3)呼 吸器(4)膀 胱(5)直 腸 ・小腸

(1)精 神(3)情 緒(3)知 恵遅れ

(1)児 童

(1)高 齢者

(1)妊 産 婦

(1)そ の他

カテゴリー(該 当項目に○、複数不可)

1.ボ ラ ンテ ィア情報

2.店 舗情報

3.福 祉機器

(1)ボ ランティア ・サークル

(1)百 貨店(2)福 祉機器専門店

(1)杖 ①ステッキ型杖

⑤前腕固定型杖

⑨多脚型杖

(2)歩 行器 ①四脚歩行器

⑤クローラー

(3)車 椅子 ①介助型車椅子

④片手駆動型車椅子

⑦三輪車型車椅子

⑩スポーツ車椅子

(2)ボ ラ ン テ ィ ア ・セ ン タ ー

(99)そ の他

②T字L字 型杖 ③折たたみ杖 ④特殊グリップ杖

⑥肢支持型杖 ⑦脇保持型杖 ⑧松葉杖

②四脚二輪歩行器 ③三輪歩行車 ④四輪歩行車

⑥買い物カー型歩行車

②普通型車椅子 ③前輪駆動型車椅子

⑤片足操作型車椅子 ⑥片手漕ぎ型車椅子

⑧立ち上がり車椅子 ⑨座席昇降型車椅子
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(4)電 動車椅子 ①電動車椅子

(5)車 椅子用具 ①車椅子用床ずれ防止マット ②車椅子付属品 ③車椅子用衣類

④車椅子用昇降装置 ⑤車椅子固定装置

(6)障 害者運転自動車 ①右足障害者用運転装置 ②片手障害者用運転装置

③両足障害者用運転装置 ④両手障害者用運転装置

⑤乗用車用車椅子格納装置

(7)手 す り

(8)昇 降機

(9)リ フ ト

(10)ト イ レ ッ ト

(11)洗 面

(12)入 浴

(13)キ ッチ ン

(14)椅 子 ・机

(15)ベ ッ ド

①施設用手すり

①椅子型階段昇降装置

④車椅子ヱレベーター

①移動型 リフ ト

①身障者用 トイレ

④両用和式腰掛け便座

⑦電動立ち上がり便座

⑩ポータブル腰掛け便座

⑬簡易採尿器

⑯おむっ

⑲ トイレ用品

①身障者用洗面台

①浴室用浴槽

②住宅用手すり

②車椅子段差昇降装置 ③車椅子階段昇降装置

⑤椅子型階段下降機

②入浴用 リフ ト ③天井走行型 リフト

②身障者用 トイレ付属品 ③専用和式腰掛け便座

⑤肘掛け椅子型便座 ⑥腰高便座

⑧子供用便座 ⑨室内用椅子型便座

⑪シャワー兼用 トイレチェア ⑫差 し込み便座

⑭ベッド用自動採尿器 ⑯携帯用 ミニ トイレ

⑰おむっカバー ⑱おもらし警報器

④簡易 ポータブル シャワー

⑦ シャワーチ ェア ・キ ャスター付 き

⑩浴槽内腰掛 け

①身障者用キ ッチ ン

①座位保持椅子 ②起立補助椅子

①普通型据置ベ ッド

③ ワンランク ・ギ ャッチベ ッ ド

⑤ ツー ランク ・ハ イロー ・ギャ ッチベ ッ ド

⑥ ス リーランク ・ギャ ッチベ ッ ド ⑦ ス リーラ ンク ・縦傾斜ベ ッ ド

⑧ ワンシ リンダー ・ギャッチベ ッド ⑨ ワンシリンダー ・ワンクランクベ ッ ド

⑩ ツー リンダー ・ギャ ッチベ ッ ド ⑪ ツー シリンダー ・ワンクラ ンクベ ッ ド

⑫ ツー シ リンダー ・ツークラ ンクベ ッ ド ⑬ ス リーシ リンダー ・ハ イロ_ベ ッ ド

⑭ フォーシ リンダー ・ギ ャッチベ ッ ド ⑮ ワンモーター ・ギャッチベ ッド

⑯ ワンモ ーター ・プラス ・ベ ッ ド ⑰ ツーモーター ・ギャッチベ ッ ド

⑱ ツーモ ーター ・プラス ・ハイローベ ッ ド ⑲ ス リーモーター ・ギ ャッチベ ッ ド

⑳ フォーモーター ・ギャッチベ ッ ド ⑳ ロー リング ・ベ ッ ド

⑳椅子変換型ベ ッド

⑳和室用特殊ベ ッド

⑳ベ ッ ド用テーブル

⑳ベ ッ ド用踏み台

(16)寝 具 ・マ ッ ト ① マ ッ トレス

④医療用 シー ツ

⑦姿勢変換パ ッ ト

(17)衣 類 ①寝 巻

(18)靴 ① リハ ビリシューズ

(19)サ ポ ーター ①汎用 サポーター

④腰 サポーター

(20)自 助 具 ①調理用 自助具

⑤ マ ジックハ ン ド

⑨衣類用 自助具
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② レバー水栓 ③自動水栓

②架設移動式浴槽 ③簡易ポータプルバス

⑤入浴用担架 ⑥シャワーチェア

⑧入浴用車椅子 ⑨浴槽取 り付け手すり

⑪浴室用水栓 ⑫滑り防止床材

②流 し用水栓 ③電磁調理器

③座敷用特殊椅子 ④ リハビリ用テープル

②普通型キャスターベッド

④ ツーランク・ギャッチベ ッド

⑳医療用特殊ベ ッド

⑳簡易ベツド

⑳背上げ器

⑫ベ ッド用ライ ト

②便器差 し込みマットレス

⑤まくら

⑧電動エアパット

②下 着

⑳家庭用特殊療養ベッド

⑳サイ ドレール

⑳ベッド取り付け手す り

⑬その他のベッド付属器具

③マットレスパ ット

⑥マット・クッション

③食事用エプロン

② 頸サポー ター ③肩 ・胸 サポーター

⑤手 ・腕サポーター ⑥足サポーター

② ナイフ ・フォー ク ・スプー ン ③皿 ④ コ ップ

⑥ハ ン ドル ⑦ はさみ ⑧ ブラシ ・くし

⑩筆記用具 ・文具 ⑪すべ り止め



4.情 報 サ ー ビ ス

5.趣 味 ・レ ジ ャ ー

6.高 齢者福祉対策

⑫その他の自助具

(21)補 聴器 ①箱型補聴器 ②眼鏡型補聴器 ③耳掛型補聴器 ④耳穴式補聴器

⑤ステレオ補聴器 ⑥家庭用補聴装置 ⑦施設用補聴装置

(22)視 覚障害者用具 ①点字器類 ②盲人用筆記用具 ③点字タイプライター

④点字ワープロ ・プリンター ⑤カナタイプライター

⑥点字複写機 ⑦点字用紙類 ⑧盲人用録音機 ・ラジオ

⑨録音テープ ・郵送具類 ⑩盲人用時計 ・計器類 ⑪視覚障害者用読書器

⑫盲人用地図 ⑬盲人用遊具 ⑭その他の盲人用具

⑯盲人用調理器 ⑯盲人杖

(23)伝 達機器 ①身障者用タイプライター ②身障者用文字表示器 ③身障者用電話機

④文字放送テレビ

(24)警 報 ・制御機器 ①身障者用警報機 ②身障者用環境制御装置

(25)介 護用品

(26)計 測 機器

(27)訓 練 用具

(28)

(29)施 設用機器

①皮膚清拭剤 ②浴 剤

⑤パウダー ⑥清拭剤

⑨口腔洗浄器 ⑩受水器

⑬消臭剤 ・消臭機 ⑭薬飲み器

⑰酸素吸引器 ⑱人工蘇生器

⑳介護作業衣 ⑳看護用靴

①デジタル体温計 ②血圧計

① くるみ握り球 ②磁気プラスチック球

④丸型グリップ ⑤握り訓練具

⑧ハ ンドジム ⑨固まらない粘土

⑫その他の訓練具 ⑬ ミニ平行棒

スポーツ用品 ①陸上競技 ②水 ・泳 ③卓

⑥盲人野球 ⑦アーチェリー

⑩ハンディキャップスキー

①障害者搬送自動車

③ソープ

⑦脱脂綿

⑪超音波洗浄器

⑮吸入器

⑲手 袋

④ シャンプー

⑧電動歯ブラシ

⑫入れ歯洗浄器

⑯吸たん、吸引器

⑳マスク

③その他の計測器

③ビーズスティック

⑥ハンドグリップ ⑦ね じり訓練具

⑩ボール ⑪鉄アレイ

⑭転倒防止バ ンド ⑮ヘルメット

球 ④球 技 ⑤バスケットボール

⑧遊具 ・安全設備 ⑨ トレーニング

⑪体力測定器

②入浴洗濯乾燥車

(1)宿 泊先 ①ホテル ・旅館 ②ビジネスホテル ③カプセルホテル ④公共宿舎

⑤ペンション ⑥民 宿 ⑦貸 し別荘 ⑧その他

⑨ユースホステル

(1)各種援助、助成 ①住民税、所得税控除 ②老人福祉手当 ③医療費助成

④療養費等の貸与 ⑤寝たきり老人手当、見舞金

⑥介護手当、慰労品支給 ⑦敬老祝い金等の贈呈

⑧老人ホーム入所見舞金品等の贈呈 ⑨紙おむつ支給及び貸与

⑩補装具代支給及び貸与 ⑪老人クラブ運営費の助成

⑫自宅同居援助 ⑬公営住宅の優遇措置

(2)各種サービス ①訪問看護、ホームヘルパー、看護人派遣

②三寮サービス(パ リ、キュウ、マッサージ)③ 機能回復訓練(リ ハ ビリ)

④ ショー トステイサービス ⑤デイホームサービス ⑥痴呆性老人の短期保護

⑦入浴サービス ⑧食事サービス ⑨理髪サービス

⑩洗濯サービス ⑪寝具の乾燥、消毒 ⑫外出付添いサー ビス

⑬非常ベルサービス ⑭事故防止対策 ⑮ 日常生活用具の給付、及び貸与

⑯福祉電話 ⑰老人向け住宅対策 ⑱福祉タクシー ⑲シルバーバス

(3)そ の 他 ①老人健康診断の実施 ②老人健康相談の実施

③老人保健学級、及び健康教室の実施 ④テレホン相談の実施

⑤介護者の交流の場の提供

一11一



7.障 害者福祉対策

8.各 種相談窓口

9.各 種施設

10.民 間 サ ー ビ ス

(1)各 種 援助 、助成

(2)各 種サー ビス

(3)そ の 他

①身体障害者手帳の交付 ②公害医療手帳の交付

④看護料差額の助成 ⑤厚生訓練費

⑦世帯更生資金の貸与 ⑧住宅設備改善費の支給

①ホームヘルパー、看護人派遣 ②家事援助事業

④日常生活用具の給付、貸与

⑥放送受信料の減免

⑧点字郵便物等の郵便料金の減免

⑩補装具の交付、修理

⑬理髪サービス ⑭寝具乾燥サービス

①テレホン相談の実施

①全国アイバンク ②全国腎臓バンク

④中央年金相談室、年金相談コーナー

③医療費助成

⑥障害年金の支給

③緊急一時保護

⑤交通運賃割引、助成制度

⑦公園等の無料入場

⑨公団住宅等の優先入居

⑪福祉バス、福祉タクシー ⑫入浴サービス

⑭パ リ、マッサージの施行

②介護者の交流の場の提供

③保健担当課

⑤高齢者総合相談センター

⑥都道府県及び指定都市の社会福祉協議会(ボ ランティアセンター)

⑦老人福祉施設協議会(部 会)

⑨テレホン相談(高 齢者)

⑪介護者の交流(高 齢者)

⑬人材銀行

⑧痴呆性老人相談窓口

⑩テレホン相談(心 身障害者)

⑫介護者の交流(心 身障害者)

⑭パー トバンク

⑮全国高齢者無料職業紹介所(高 齢者能力開発情報センター).

⑯シルバー人材センター

①痴呆性老人短期保護事業施設(東 京都単独事業)② デイホーム

③A型 ケアセンター

⑥厚生年金有料ホーム

⑧老人休養ホーム

⑪厚生年金会館

⑭ スポーツセンター

⑰保養ホーム

① メディカルショップ

④緊急通報サービス

⑥ショー トステイ

⑨ リゾー トクラブ

④B型 ケアセンター ⑤有料老人ホーム

⑦簡易保険郵便年金加入者ホーム

⑨老人保健施設

⑫健康文化センター

⑮健康福祉センター

②ホームヘルプサービス

⑤入浴サービス

(的)施 設 ⑦シルバータウン

⑩移送サービス

⑩全国老人福祉センター

⑬休暇センター

⑯福祉センター

③給食サービス

⑧高齢者用ホテル
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